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〔論文審査の要旨〕

 自動車構造において，乗員居住空間の下部構造であるフロア部の曲げ変形や振動が大き

いと，操縦安定性や乗り心地が悪化するため，これらの性能を質量最小で両立することは

重要な課題である。本論文は，車体フロアを構成する格子型サンドイッチパネルを対象構

造物として，静剛性と固有周波数の制約を満足しながら構造物の軽量化を実現するために

必要な研究および技術開発を行った。その要旨を以下に示す。 

 第１章の「序論」では，本研究の実施に至った背景，本研究の目的と概要および論文の

構成について説明している。 

第２章の「最適化手法の検討」では，局所的解法である全応力設計（以下FSD）と大域

的解法の遺伝的アルゴリズム（以下GA）の得失をまとめ，FSDとGAを段階的に組み合わ

せることにより，複雑な多目的問題の収束性が向上することを示している。また，固有周

波数の最適化問題において，適正基準正規化応力を提案し，簡便かつ一義的に求められる

手法を説明している。

 第３章の「２段階設計による格子型サンドイッチパネル最適化の検討」では，第２章で

提案した２段階設計をサンドイッチパネルに適用し，固有振動解析における正規化応力が

FSDによる最適化過程で適切に機能していると述べている。また，提案手法が最適解を導

出するまでの計算時間短縮に有効であることを示している。

第４章の「実構造への適用検討」では，市販されている小型自動車の車体前部フロアパ

ネルを対象に，サンドイッチパネルを適用した場合の軽量化効果について考察している。

24個のスティフナからなる単位ユニットを平面的に25個連結させた，計600個のスティフ



ナを持つサンドイッチパネルに対し，曲げ剛性と一次固有振動数を制約条件とした軽量化

を検討することにより，合理的なバッテリーパック構造を提供する可能性について検討し

ている。

 第５章「結論」では，本論文で得られた知見を総括し，本研究に関連した今後の研究課

題を示している。 

 以上のように，本論文は車体フロア部の構造最適設計において有用であり，自動車業界

への寄与が期待できる。よって，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与

される十分な資格があるものと認められる。

備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 




